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６６名が集い、拡がる交流の輪 

 
 
 
 
 
 
 
 

「ゆめこらぼ」は、コラボレーション（協働）によって夢を広げ、夢があふれる空間をめざします 
発行：西東京市市民協働推進センター ゆめこらぼ 〒188-0012 東京都西東京市南町 5-6-18 イングビル１階

 

 
 
 
 
 
 
 
 
6月 16日（土）にコール田無で、ゆめこらぼ登
録団体をはじめＮＰＯ法人や市民活動団体のネ

ットワークづくりを目指した『交流の集い』が開

かれました。当日はあいにくの雨にもかかわらず、

66名の参加がありました。 
浜名幹男協働コミュニティ課長の挨拶のあと、

ソフトドリンクでの乾杯に始まり、各テーブルに

分かれての懇談では交流を深めるなかで相互の

情報交換が図られました。その合間には多文化共

生センター理事の楊さんとそのグループによる

二胡の演奏が行われ、会場の雰囲気をなごやかに

盛り上げてくれました。 
 
 
 
 
 
 

 前年の参加者を 20 名上回る規模で開催された
今回の『交流の集い』には、青年会議所の方々を

はじめ 6名の市議会議員や、市内のＮＰＯ・ボラ
ンティア団体の実態調査に取り組む首都大学東

京の院生・学生も参加するなど、これまでにない

多彩な顔ぶれとなりました。 
 
石神井川を清流に 

西東京にホタルを再び 
 

 

今年度 2 回目となる「ゆめサロン」は、ＭeC
西東京・代表の末光正忠さんをお迎えして、7 月
６日(金)、ゆめこらぼのサロンコーナーで開かれ、
11人が参加しました。 
講師の末光さんのお話は、「Think Globally  

Act Locally」というＭｅC西東京の活動理念から
始まり、現在の石神井川の整備状況、1965 年頃
の「川ざらい」の写真や証言、東京のホタルにつ

いてなど多岐にわたりました。また、子どもたち

と「スポーツ川そうじ」をやってみたいなどと今

後の活動についても夢ふくらむ話の内容でした。 
後半は、参加者も交えて、ホタルの生息する石

神井川を願い、水の流れる石神井川の復活、雨水

地下浸透、上流端の小平の様子など、ホタルの保

護には何が必要か、何が大切か、意見交換が途切

れることなく続くサロンとなりました。
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～ゆめサロン～ 



 
 
 
 
 

7月 7日（土）、ひばりが丘児童センターで、今
年度 1回目の「子どもネットワーク」懇談会が開
催され、子育て真最中のママから 70 代男性まで
の 15名が参加しました。 
この懇談会では、近隣練馬区の「ねりま子育て

ネットワーク」代表を務める山浦成子さんにお越

しいただきました。ママ達が作った『ねりま子育

て情報誌』（24,000 部発行）や「ねりま子育てメ
ッセ」（2,000名参加）などについてお話しいただ
き、その後、参加者全員が発言するなど活発な意

見交換が行われました。 
また 24 年度の「こそだてフェスタ＠西東京」
については、来春 2月開催に向け子育て中のママ
たちが中心になって実行委員会を立ち上げて、実

行委員を募集しているとの報告がありました。 
 

 
 
参加者からは、「ねりまパワーはすごい」、「こ

どもなんでも相談フェアのようなイベントを企

画してみては」や「子どもネットワークの仕組み

づくりを考えていきたい」などの感想が寄せられ

ました。 
なお、「子どもネットワーク」では、すでに 21
団体 25 名が加わっているメーリングリストがあ
りますので、参加希望の方はお気軽にゆめこらぼ

までお申し出ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

NＰＯのための支援事業 

 

 
 ７月２３日（月）にまちづくり情報センター

神奈川の理事土谷和之さんを講師に迎え、資金

調達のノウハウ講座が開催されました。参加者

は、これからＮＰＯ法人を設立して活動を始め

ようとする方や既に様々な分野で市民活動を

行い資金集めに苦労している方など 14名。 
講座の前半は、参加者全員の自己紹介のあと、 

 
 後半は、参加者が数グループに分かれて、「ど

のようなお金が必要か」、「どのようにしてお金

を集めるか」などについて、ワークショップ形

式で意見交換し、最後に土谷さんは、理想的な

資金調達を考えるうえで、団体のミッション 
（使命・設立目的）に立ち返ることがなにより

重要であると指摘していました。 
 

団体が調達できる資金についてのプチ講義が

あり、土谷さんが所属する「A SEED JAPAN」
という団体の財政状況を具体的に説明したう

えで、資金の使いみちや調達ルート別の資金

（自己資金、会費、寄付・協賛金、自主事業収

益、受託事業収益、補助金・助成金など）につ

いて丁寧な解説がありました。また、民間助成

金の具体的な事例紹介や、助成金申請に際して

は「担当者にまずアクセスすること」が大切で

あるとのアドバイスも。 

「子どもネットワーク」懇談会 
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資金調達のノウハウ講座 

練馬区での協働事例を語る山浦成子さん 

数グループに分かれてのワークショップ 



☆助成金情報☆ 
 
◆平成 24 年度ボランティア活動助成 

【対象】ボランティア活動を目的とした団体・

グループ、学生･若者のボランティア活動も積

極的に支援。（申込みに際しては、社会福祉協

議会の推薦を必ず受けてください。） 

【助成金】上限額 30万円（1団体当たり） 

総額 1,500万円（上限 1,800万円） 

【応募期限】平成24年9月15日（当日消印有効） 

【問い合わせ先】（公財）大和証券福祉財団 

〒104-0031東京都中央区京橋 1-2-1 大和八

重洲ビル 

TEL 03-5555-4640  FAX 03-5202-2014 

◆第 22 回環境活動助成 

基本テーマ：「生物多様性の保全と持続可能な

利用のために」A植樹B森林整備C砂漠化防止

D里地・里山・里海の保全E湖沼・河川の浄化

F野生生物の保護G絶滅危惧生物の保護 

【対象】①開発途上国および日本国内で、上記

の分野に該当する事業②フィールドワークを

伴う事業 ①②の条件を満たす事業に助成 

【助成金】総額1億円 

【応募期限】2012年9月10日（月）（必着） 

【問い合わせ先】(公財)イオン環境財団  

〒261-8515 千葉市美浜区中瀬1丁目5番地1 

TEL 043-212-6022  FAX 043-212-6815 
 

《新たな登録団体》 
（2012年 6月 8日～7月 31日現在、カッコ内は団体の目的） 

▼放射能測定を考える会・西東京 

（食品の放射性物質の測定結果を検証し、放射

能について考える） 
▼団塊ネット西東京 

（団塊の世代の地域デビューを支援。市民活動

のリーダー格を育てる） 
▼ＮＰＯ法人ＣＥＯ協議会 

（知的エージェント技術の開発・研究を行い、

日本経済の再活性化に貢献する） 
▼西東京市ライフプラン研究会 
（安心・安全に暮すために必要な知識・情報を

学習・情報交換する） 
▼ＮＰＯ法人サポートハウス年輪 

（高齢者を地域で総合的にサポートするシス

テムを作る） 
＜登録は合計 92団体になりました＞ 

≪登録団体、どの活動分野が多いか？ 

      ～分野別ランキング～≫ 

ゆめこらぼの登録団数は 90を超え、3桁の
数字も視野に入ってきました。そこで、ゆめこ

らぼ登録団体 92団体の活動分野をちょっと調
べてみました。 
 まず、分野別のトップ 5としては、 
・「子どもの健全育成」      52団体 
・「まちづくり」         47団体 
・「保健・医療・福祉」      32団体 
・「学術・文化・芸術・スポーツ」 31団体 
・「環境保全」          31団体 
一方、団体数の少ない分野としては、 
・「その他」           9団体 
・「災害救援」          5団体 
・「科学技術の振興」       4団体 
・「農山漁村・中山間地域の振興」 2団体 
・「観光の振興」         1団体 
なお、登録団体の中には 17もの活動分野をカ
バーしている団体もありますが、平均すると 1団
体あたりで 4つの活動分野に取り組んでいます。 

 
《購入図書のお知らせ》 

 
ゆめこらぼでは、皆さまに役立てていただく

ために、次の図書を購入しました。サロンコー

ナーの書架に閲覧用としておいていますので、

どうぞご利用ください。 
 『逆発想の都市政策』 

監修 和田清美 
編集 首都大学東京 
発行 ㈱ぎょうせい 

 
『はじめよう！ひろげよう！ 

NPO法人』 
著者 熊谷則一・他 
発行 ㈱中央経済社 

-3- 



８、９月の主要行事 

電話、ファックスまたはＥメールでお申込みくだ
さい。 
 
◆会計講座 
～改正ＮＰＯ法スタート～ 
  ＮＰＯ法人のために、会計基準や認定ＮＰＯ
のことを学ぶ講座です。専門の税理士が会計
を分かりやすく説明します。参加費（資料代）
は 500円。 
▼8月 1日（水）午後 6時～9時、イングビ
ル 3階第 3、4会議室▽定員 20人 

 
◆協働に関するセミナー 
 ～市民の力で協働のまちづくり～ 
  神奈川県地方自治研究センターの谷本有美
子さんから行政との連携・協働についてお話
いただきます。協働のまちづくりを一緒に考
えませんか。 
▼8月 18日（土）午後 2時～4時、イングビ
ル 3階第 3、4会議室▽定員 20人 
 

◆ＮＰＯ市民フェスティバル 
第 1 回実行委員会 
  2013 年 2 月 3 日（日）に開催するＮＰＯ市
民フェスティバルに向けて実行委員会を立
ち上げます。実行委員の募集は市報 8 月 15
日号に掲載されますので参照のうえお申込
みください。 
▼実行委員会の初会合は、9月 12日（水）午
後 6 時 30 分～8 時、ゆめこらぼサロンコー
ナーで。 

 
◆ゆめサロン 
「こどもを貧困と格差から守るために」 
  学び塾「猫の足あと」代表の岸田久恵さんに
子どもの貧困問題と教育について語ってい
ただきます。 
▼9月 14日（金）午後 6時 30分～8時、ゆ
めこらぼサロンコーナーで。▼定員 20人 

 
◆専門相談会 
～ＮＰＯ法人設立～ 
  ＮＰＯ法人の設立を考えている団体や個人
の方向けの個別相談。法人設立の手続きに詳
しい市内の行政書士がわかりやすく説明。 
▼9月 19日（水）午後 5時～9時、イングビ
ル 3階第 3会議室、参加費 1,000円、相談時
間は 60分。▼4団体まで。応募多数の場合は
抽選。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 開館日：水～月（10時～21時）土・日・祝日オープン 
休館日：火曜日（祝日の場合は開館し次の平日に休館）・年末年始 

〒188-0012 西東京市南町 5-6-18 イングビル 1階 
    西東京市市民協働推進センター ゆめこらぼ 

Tel: 042-497-6950   FAX: 042-497-6951 
E-mail: yumecollabo@ktd.biglobe.ne.jp 

              URL: http://www.yumecollabo.jp/ 
 

 

- 
みんなの本棚 

『弱者の居場所がない社会』 
－貧困･格差と社会的包摂－ 

 

   

著者阿部彩さんの名前は、数年前に発刊され

た『子どもの貧困』（岩波新書）でつよく印象に

残っていた。サブタイトル『貧困・格差と社会

的包摂』が示すように、本書は、子どもだけで

なく、高齢者、生活保護受給者、ホームレスな

ど社会的弱者を広くとりあげ、また、社会のな

かで「居場所」がなく、「役割」もなく、他者と

の「つながり」がないという「社会的排除」の

視点から今日の貧困問題を捉えようとしてい

る。 
貧困や格差に対応していくには、「社会的包摂

（Social inclusion）」の考え方が必要で、単に
公的扶助を手厚くしたり、職業訓練を充実する

だけでは、本質的な解決には至らないという。

職業訓練などは、貧困が自己責任によるという

発想から脱していないと鋭く指摘している。 
そこで、社会のユニバーサル・デザイン化、

つまりすべての人にやさしい社会設計が望まれ

ると熱く説いている。 
本書には「ホームレスのおっちゃん」たちと

の思い出話もあって、感動的で心温まる一冊に

している。           （西口 徹） 

阿部 彩<著> 
講談社現代新書 

740円(税別) 
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